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鹿児島県総合教育センター 平成18年10月発行

適応指導教室等と学校との
効果的な連携の在り方

不登校はどの児童生徒にも起こりうること

ととらえる必要がある。不登校の解決に向け

た取組の一つとして，適応指導教室の利用は

効果的である。適応指導教室は教育委員会が

設置し，不登校児童生徒の学校生活への復帰

を支援する施設である。また，不登校の児童

生徒の在籍校と連携を図りながら，個別カウ

ンセリングや集団での指導，教科指導等を組

織的，計画的に行い，不登校児童生徒の社会

的自立を目指しており，不登校児童生徒にとっ

て心の居場所にもなっている。

そこで本稿では，適応指導教室等と学校と

の効果的な連携の在り方について述べる。

１ 全国の不登校児童生徒数の状況

図１ 全国の公立小・中学校の不登校児童生徒数

全国の不登校児童生徒数は平成13年度の

約14万人をピークに減少傾向にあるが，平

成17年度も依然として12万人を超えており，

憂慮すべき状況が続いている（図１）。

図２ 全国の公立小・中学校の学年別不登校児童生徒数

図１，２：「平成1７年度児童生徒の問題行動等生徒
指導上の諸問題に関する調査」（文部科学省）

学年別不登校児童生徒数は，小・中学生と

も学年が進むにつれて多くなっている。

特に小学６年から中学１年にかけて約３倍

に急増し，いわゆる「中１ギャップ」の現象

が見られる。また中学１年から２年にかけて

も大きく増加している（図２）。こうした傾

向は，本県でも同じようにみられる。

２ 適応指導教室等の現況

(1) 適応指導教室等の利用状況
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図３ 鹿児島県の支援施設の利用状況

「平成17年度児童生徒の問題行動等生徒指導上
の諸問題に関する調査」 （文部科学省）

適応指導教室，教育センター等の支援

施設を利用した児童生徒は不登校児童生

徒全体の約38％いる(図３)。

中でも，最も利用が多いのは適応指導

教室である。特に中学生の利用者が多く，

小学生の約４倍にあたる。

適応指導教室は年々増加し，平成11年

の883か所から平成17年には1,161か所と

なっており，利用者も増加している。し

かし，まだ不登校児童生徒全体の約13％

にすぎず，今後，教職員や保護者が適応

指導教室の果たす役割を十分理解し，そ

の利用を促進する必要がある。

(2) 適応指導教室の果たす役割

適応指導教室は，次のような役割を果

たしている。

① 心が落ち着き，人間関係を学ぶ「心

の居場所」となる。

② 不登校児童生徒が自分を知り，集団

の中で自分を振り返る場所となる。

③ 集団生活への対応や情緒の安定など

基本的生活習慣の改善等に役立つ。

④ 基礎学力の補充が可能となる。

⑤ 学校との連絡会をもつことで，児

童生徒の理解を相互に深め，学校復

帰の手がかりが得られる。

⑥ 「適応指導教室なら行ける」とい

う不登校児童生徒に対応できる。

(3) 本県の適応指導教室の事業内容等

適応指導教室は，学校と比べて弾力

的な計画で運営されている。時間割，

始業・終業時刻，週時程や日課表等を

児童生徒の実態に応じて適切に定め，

同じ教室で小中学生を対象に個別指導，

集団指導を行う。また適応指導教室の

実情に応じて，体験活動も取り入れる

など工夫がみられる。

次に適応指導教室の事業内容等の具

体例を示す。

ア 事業内容例

① 学習支援，学習支援員の派遣
② 指導員等による教育相談
③ 「メイクふれんず事業」支援員による学
習支援，教育相談

④ 臨床心理士等の専門家による教育相談
⑤ 臨床心理士等の専門家による子育て講座
⑥ 学校，家庭，関係機関の連携推進
⑦ 保護者研修会の実施

イ 週時程例

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
英語 数学 自由活動 国語 総合②
スポーツ 総合① スポーツ 表現創作
【総合】社会，生活経験に関する活動
例： 野外体験，調理，栽培，音楽，社会見学等

【自由活動】表現，生活経験に関する活動
自分たちで過ごし方を考える活動

例： ハイキング，オリエンテーリング等

ウ 日課表例

時 間 主な活動内容
10:00～10:20 健康観察，一日の計画づくり
10:20～12:00 (マイペースタイム）学習活動，

読書，パソコン，調理実習，創作活動

12:00～13:00 （昼 食）
13:00～14:30 (フレンドリータイム）

スポーツ，ゲーム，話合い，集団活動

14:30～15:00 一日の振り返り，清掃活動

後片付け，帰宅準備
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３ 適応指導教室との連携により学校復帰できた事例

こんな生徒が

○ 中１女子。小６のとき転校し，80日程度登校したが，慣れない環境になじめず，不登校となった。

○ 中学１年の５月，母親といっしょに適応指導教室を訪れ，入級した。

○ 本人は，「なぜ不登校になったのか分からない。」と言う。

○ 自分の思いをうまく伝えることができず，友達とうまく交流できない。

支援の内容と方法 生徒の変容

＜中１ １学期＞ ・適応指導教室の体験入級のと

「 なぜ不登校になったのか 【人間関係づくり，準備期間】 き，指導員のそばを離れよう

自分でも分からない。」 （学校・適応指導教室） とせず，下を向いて黙ったま

「 学校に行くのは嫌だ。」 ○ 保護者同伴で，繰り返し面接を行う。 ま，会話もしない。

「 授業についていけない。」 ○ 適応指導教室の紹介，見学を勧める。 ・不登校の状態を何とかしよう

「 どうしたらいいのか。」 ○ 他の入級生との人間関係づくりを行う。 という気持ちが芽生えた。

○ 体験入級を経て準備期間を設定し，入級す ・自分の思いを伝えようとする

るが，続かない。その状況を見ながら継続 がうまくいかない。

的に通級できるよう働きかける。

＜中１ ２学期＞ ・学習の遅れを取り戻そうと指

「 このままではよくない。」 【居場所づくり，悩みの克服】 導員に積極的に質問するよう

「 勉強の遅れが心配だ。」 （適応指導教室） になった。

「 適応指導教室ならずっと行 ○ 適応指導教室での居場所づくりに配慮する。 ・学習意欲の向上に伴い，笑顔

けるような気がする。」 ○ 学習の遅れを取り戻すよう，学校から課題プ を見せるようになった。

「 適応指導教室は楽しい。」 リントを取り寄せて，定期考査に向けた取 ・指導員と遠足の計画を立てて

組の体制づくりを学校に要望する。 いると，周囲の友達から「す

○ 異学年の児童生徒との活動を計画し，リー ごいな。」と声をかけられた

ダーシップを発揮できるような集団活動の ことがきっかけとなり，友達

場を設定するなど配慮する。 とも会話するようになった。

＜中１ ３学期＞
【学校への受入れのための配慮】

・「学校に行ってみようか。」

「２年になったら学校に行 （適応指導教室・学校） と思ってはいるが，まだ自信

けるようになりたい。」 ○ 本人，保護者，指導員，担任で面談を行い， はない。

願いや不安を聴くなど関係づくりを行う。 ・指導員といっしょに何度か学

○ 本人の了解のもと，養護教諭が本人の思い 校を訪問できるようになった。

や接し方等，他の生徒に話す機会をつく ・家庭でも友達や学校のことを

り，受入れの体制づくりを行う。 話題にするようになった。

こんな生徒に

○ 中学２年の新学期から保健室登校を始め，３学期に継続した保健室登校ができるようになった。

○ 得意な科目を中心に，教室での授業にも出られるようになった。

○ 友達との交流も広がり，家庭でも，友達との交流を楽しげに語っている。
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４ 適応指導教室と効果的な連携をすすめる

に当たっての配慮事項

適応指導教室へ入級しても，すぐに新し

い集団になじむのは難しいことが多いので，

面接や教室の見学など意図的に準備期間を

設定するなど工夫するとよい。これらの工

夫は，入級後の情緒の安定や適応指導教室

への安心感となり，学校復帰へつながるよ

い結果となることが多い。

(1) 入級時の配慮事項

① 児童生徒だけでなく，保護者にも教

室の趣旨が理解できる場を設定する。

② 児童生徒が基本的生活習慣を身に付

けているか，身に付ける段階にあると

認められるかで入級を判断する。

③ 少しでも集団活動への意欲があるか，

著しい反社会的行動や非行等の傾向が

ないか，適応指導教室に通級してみよ

うという気持ちを少しでももっている

か等を判断基準とする。

(2) 入級後，復帰後の配慮事項

① 入級前後だけでなく，通級中や学校

復帰後も適応指導教室との定期的な連

絡会等を通して連携を図る。

② 担任や養護教諭など，必要に応じて

適応指導教室の訪問を行い，学校での

居場所はあるというサインを送る。

③ 学校復帰後も，指導員の学校訪問を

依頼するなど，児童生徒を見守り，励

ます体制を継続する。

④ 個人に関する情報などの守秘義務に

配慮し，慎重に指導を行う。

⑤ 学習支援については，計画段階から

適応指導教室と連携し，学習成果等の情

報交換を行う。

５ 本県の適応指導教室の状況等

鹿児島県内には，15の適応指導教室があ

る（図４）。いずれの適応指導教室も不登

校の児童生徒にとって，学校復帰への有効

な手段として利用されている。

図４ 本県の適応指導教室の設置状況
総合教育センターWebページから

このほか，県総合教育センター，県児童総

合相談センター，県精神保健福祉センター，

鹿児島市教育委員会教育相談室でも相談に応

じている。

不登校児童生徒への支援では，学校復帰を

視野に入れ，児童生徒の思いを大切にしなが

ら，学校や適応指導教室等における児童生徒

の居場所に配慮するとともに，児童生徒の心

に届くかかわりをすることが大切である。
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